様式第６号（第3条第1項第3号関係　条件次第で必要な書類）

損壊家屋等の建物性に関する申告書

令和　　年　　月　　日
益城町長　様
（申請者）
住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　私が、令和　　年　　月　　日付により解体・撤去の申請を行った損壊家屋等について下記の理由により建物性が認められないと考えるため、その旨を申告します。

記
	建物性が認められない損壊家屋等
	損壊家屋等の種類
	理由

	１棟目





	□ 住宅	□ 納屋
□ 土蔵	□ 事務所
□ 店舗	□ 塀等
□ その他
	□ 建物全体が倒壊又は流失している
□ 建物が火災により全焼している
□ 複数階建ての建物の下層階部分が圧潰している
□ 建物の壁がなくなり柱だけになっている
□ 傾いており自立が困難となっている
□ 土台から離れている

	２棟目





	□ 住宅	□ 納屋
□ 土蔵	□ 事務所
□ 店舗	□ 塀等
□ その他
	□ 建物全体が倒壊又は流失している
□ 建物が火災により全焼している
□ 複数階建ての建物の下層階部分が圧潰している
□ 建物の壁がなくなり柱だけになっている
□ 傾いており自立が困難となっている
□ 土台から離れている

	３棟目





	□ 住宅	□ 納屋
□ 土蔵	□ 事務所
□ 店舗	□ 塀等
□ その他
	□ 建物全体が倒壊又は流失している
□ 建物が火災により全焼している
□ 複数階建ての建物の下層階部分が圧潰している
□ 建物の壁がなくなり柱だけになっている
□ 傾いており自立が困難となっている
□ 土台から離れている


[bookmark: _Hlk218760229]※敷地内に建物性が認められないと考えられる損壊家屋等が複数ある場合には損壊家屋等ごとに表中各行に示してください
※建物性が認められないと考えられる損壊家屋等が４棟以上ある場合は、４棟目以降の表を別紙として下さい。
※可能な範囲で当該倒壊家屋等の写真を添付または受付窓口で提示してください。
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